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 先日、小国町で開催された 

「第26回ふくし夏まつり」にて、糖

尿病の啓発・糖尿病の未治療及び中

断者への接触・住民健診の受診率向

上などを目的とした「無料血糖測定会」を「小国郷糖尿病対策

チームブルー（※）」で企画・実施しました。 

 

 血糖値を測定された方には、血糖

値・糖尿病のパンフレット・住民健診

のご案内・低カロリー甘味料・熱中症

対策の団扇を糖尿病テーマカラーであ

るブルーのクリアファイルに入れてお

渡ししました。 

 実際、当日の採血にご協力いただいた住民の皆様には大変感謝

しております。 

 計画当初は、17：00～21：00で100名の血糖検査を目標と

しておりましたが、19：00の時点で100名に達し、用意した測

定チップも使い果たし、住民の皆様の糖尿病に対する

意識の高さが伺えたように思います。 

 

 

※小国郷糖尿病対策チームブルーとは 
 小国公立病院所属の熊本地域糖尿病療養指導士（看護師7名・作業療法

士1名・臨床検査技師1名）と医師1

名、小国町・南小国町の保健師と栄養

士の多職種で構成された組織。糖尿病

専門医が不在の小国地域にて、お互い

連携を図り、糖尿病患者へのアプロー

チや啓発など、様々な活動をしており

ます。 

 

小
国
公
立
病
院
に
は
「ご
意
見
箱
」が
設
置

し
て
あ
り
、
そ
の
中
に
、
定
期
的
に
入
っ
て
く
る

ご
意
見
が
「外
来
の
待
ち
時
間
が
長
い
」「予
約

時
間
通
り
に
診
察
に
入
れ
な
い
」と
い
う
も
の

で
す
。 

 

ネ
ッ
ト
上
に
こ
の
様
な
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。 
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「慈
恵
医
大
病
院
で
腎
臓
結
石
破
砕
か
ら
数
ヶ

月
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
診
断
。
10
時
30
分
予
約
で

ピ
ッ
タ
リ
に
行
っ
た
の
に
未
だ
診
察
待
ち
」 

 

ホ
リ
エ
モ
ン
こ
と
堀
江
貴
文
氏
が
、
SNS

で
こ
う
つ
ぶ

や
い
た
時
刻
は
11
時
52
分
。
こ
の
時
点
で
病
院
外

来
で
1
時
間
20
分
以
上
、
待
た
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。 

 

結
局
、
堀
江
氏
は
「次
の
仕
事
に
間
に
合
わ
な
い

の
で
診
断
受
け
ず
に

1080

円
払
っ
て
退
散
」し
た
よ
う

で
、
「や
っ
ぱ
ダ
メ
だ
な
日
本
の
医
療
業
界
。
安
か
ろ

う
悪
か
ろ
う
。
医
療
保
険
制
度
の
改
革
も
必
要
だ

し
、
病
院
経
営
も
改
め
る
所
多
し
」と
も
続
け
た
。 

 

ネ
ッ
ト
上
で
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る

と
「人
の
時
間
を
何
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
？
っ
て
事
。

寿
命
を
伸
ば
し
に
来
て
る
の
に
待
ち
時
間
で
人
生

を
浪
費
す
る
と
い
う
矛
盾
」な
ど
、
堀
江
氏
ら
し
い

コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い
る
。 

 

反
対
意
見
と
し
て
、
「病
院
の
予
約
は
時
間
帯
の

予
約
だ
か
ら
そ
の
時
間
に
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」

「お
金
が
あ
る
な
ら
金
持
ち
向
け
の
病
院
へ
行
け
ば

い
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
た
。  

 

大
学
病
院
の
待
ち
時
間
が
長
い
、
と
い
う
の
は
今

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
確
か
に
行
っ
て
み
る

と
驚
く
ほ
ど
の
人
が
診
療
を
待
っ
て
い
る
。 

 

1
時
間
待
た
さ
れ
る
の
は
ザ
ラ
で
、
な
か
に
は

「半
日
が
か
り
で
待
っ
て
診
療
は
3
分
」

と
表
現
す
る
人
す
ら
い
る
。 

（以
上
、Diam

o
nd O

nline

の
内
容
よ
り
一
部
改
変
）  
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利
用
者
（患
者
さ
ん
）側
の
立
場
で

あ
れ
ば
、
堀
江
氏
と
同
じ
気
持
ち
に

な
ら
れ
る
方
が
多
勢
で
し
ょ
う
。 

 

日
本
中
の
病
院
で
待
ち
時
間
問
題
を
改
善
し

よ
う
と
色
々
な
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
干
の
改
善
は
で
き
ま
す
が
、
解
決
の
た
め

の
有
効
な
手
立
て
は
な
か
な
か
見
つ
か
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

 

予
定
外
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
事
が
日
常

茶
飯
事
で
あ
る
医
療
の
性
質
と
、
医
療
需
要
と

供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
外
来
待
ち
時
間
の
解
消

は
、
と
て
も
難
し
い
問
題
な
の
で
す
。 

  
医
師
の
数
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
都
会

で
も
こ
の
様
な
状
況
で
す
。
ま
し
て
や
、
人
口
に

対
す
る
医
師
数
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
少
な

い
小
国
郷
で
は
、
こ
の
状
況
は
さ
ら
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。 

 

阿
蘇
医
療
圏
域
の
人
口
に
対
す
る
医
師
数
は

全
国

335
圏
域
中

321
位
と

下
か
ら
15
番
目
で
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
阿
蘇
圏
域
の
中

で
も
小
国
郷
は
医
師
数
の

少
な
い
地
域
な
の
で
、
医
師
１
人
あ
た
り
の
担
当

患
者
数
が
と
て
も
多
く
、
す
な
わ
ち
、
全
国
で
有

数
の
外
来
待
ち
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

当
院
で
は
、
予
約
制
を
取
り
入
れ
て
か
ら
は
、

受
付
か
ら
会
計
ま
で
の
平
均
時
間
は
１
時
間
程

度
で
あ
り
、
同
規
模
の
病
院
の
中
で
は
、
待
ち
時

間
が
少
な
い
方
か
と
考
え
ま
す
。 

 
 一

方
で
、
予
約
制
に
す
る
と
、
待
ち
時
間
は
少

な
く
な
る
の
で
す
が
、
待
た
さ
れ
て
い
る
感
覚
が

顕
著
に
な
り
患
者
不
満
は
増
す
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
る
様
で
す
。 

 

あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
30
分
〜
1
時
間
の
待

ち
時
間
で
も
「不
満
」に
感
じ
る
人
が
3

分
の

1
程
度
、
１
時
間
以
上
待
つ
と
「不
満
」に
感
じ

る
人
が
50

%
を
越
え
る
と
の
こ
と
で
す
。 

待
合
室
で
過
ご
す
時
間
を
快
適
に
し
、
待
ち
時

間
を
不
満
に
感
じ
な
い
為
の
病
院
側
の
工
夫
も

必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 

予
約
時
間
に
対
す
る
病
院
側
と
利
用
者
側
認

識
の
違
い
が
あ
る
こ
と
も
不
満
を
生
む
原
因
と

な
り
ま
す
。 

 

病
院
と
し
て
は
、
「予
約
時
間
」は
「病
院
の
受

付
を
し
て
も
ら
う
時
間
」と
考
え
て
い
る
の
で
す

が
、
患
者
さ
ん
は
「診
察
室
に
入
っ
て
診
て
も
ら
え

る
時
間
」と
考
え
て
い

る
事
が
多
い
様
に
感
じ

ま
す
。
こ
の
認

識

の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
努

力
も
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 
 少

人
数
の
医
師
で
外
来
と
２
つ
の
病
棟
を
運
営

し
て
い
る
当
院
で
は
、
外
来
中
で
も
病
棟
や
救
急

患
者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
時
間
の
不
確
定

要
素
が
と
て
も
多
い
の
で
、
時
間
通
り
に
外
来
診

療
を
行
え
な
い
事
態
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

あ
る
程
度
の
待
ち
時
間
に
関
し
て
は
、
ご
理
解

頂
け
ま
す
と
と
も
に
、
何
か
良
い
ご
提
案
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ
フ
に
お
伝
え
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

（小
国
公
立
病
院 

副
院
長 

片
岡
恵
一
郎
） 

～小国公立病院の外来待ち時間について～ 



 

村上 貴彦
むらかみ たかひこ

 
    理学療法士 
 

 こんにちは。今年の8月

より小国公立病院リハビリテーション科で勤務さ

せて頂くことになりました村上貴彦と申します。

生まれは阿蘇市(旧阿蘇町)、現在は熊本市に住

んでいます。 

これまで大分県竹田市の地域医療に携わってき

ました。小国でも患者様やご家族の気持ちや希望

に寄り添い、地域の和を大切にし、皆様にリハビ

リや健康増進にお役に立てる事ができれば幸い

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

下山 敬太郎
しもやま けいたろう

 
        理学療法士 
 9月より入職しました下

山と申します。福岡出身で

地元ではないのですが、小国郷に住み、小国町外

一ヶ町公立病院組合の一員になれたことを光栄

に感じております。理学療法士8年目になりま

す。今まで医療保険で亜急性期、回復維持期、介

護保険でのリハビリを経験してきました。この経

験を生かして少しでも皆様の力になりたいです。

今後とも宜しくお願いいたします。 

ゆたぁ～と新聞 

 

坂本 遼介
さかもと りょうすけ

 
    理学療法士 
 

 7月より理学療法士とし

て小国公立病院に入職しました坂本です。小国に

引っ越してきてまだ2ヶ月ですが、小国町の自然

や美味しい料理に日々癒されています。また、小

国公立病院の一員として、患者様に寄り添い、質

の高いリハビリを提供できるよう頑張っていきま

すので、よろしくお願いいたします。 

次号のゆたぁ～と新聞は、令和元年11月中旬に発行予定です。お楽しみに!! 

 

7
月
22
日
に
、
利
用
者
様
で
7
月
、

8
月
生
ま
れ
の
方
の
誕
生
会
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

誕
生
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
今
回

は
職
員
に
よ
る
出
し
物
『
お
ぐ
に
老
健
夏

場
所
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

変
顔
メ
イ
ク
を
し
た
6
人
の
職
員
が

相
撲
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
て
、
真
剣
勝

負
で
挑
み
ま
し
た
。 

 

面
白
い
メ
イ
ク
で
の
真
剣
勝
負
の
戦
い
は
大
盛

り
上
が
り
で
、
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
頂
け
た
よ
う
で

す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
の
12
月
7
日
は

「
大
相
撲 

阿
蘇
小
国
場

所
」
が
小
国
ド
ー
ム
で
行

わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
も
楽

し
み
で
す
ね
。 

 8月9日に、毎年恒例の「おぐに老人保健施設 夏祭り」がありました。 

 利用者のご家族も参加され、一緒に食事をしな

がら、Chicken hearts crew の皆さんによる

「ヒップホップダンス」のお披露目や、上津江診療

所の山崎先生による「歌のオンステージ」、職員に

よる「相撲ダンス」などの出し物を楽しまれていた

ようです。最後には花火が上がり、笑顔いっぱいの

夏祭りになりました。 

参加して頂いたご家族の皆様、ボランティアの 

皆様、ありがとうございました。 

利用者様といざ勝負!! 
新職員紹介  

ヒップホップダンス 

山崎先生のオンステージ 相撲ダンス 綺麗な花火に笑顔いっぱい 

総合司会。盛り上げてくれました 美味しかったです 

(撮影者  

 ﾘﾊﾋﾞﾘ助手 渡辺あゆみ) 

ボ
ケ
は
じ
め 

良
い
薬 

 

夫
婦
喧
嘩
は 

 

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
梅
木
初
喜
様
は
、
趣
味
で
、
俳
句
や
短
歌
な
ど

を
詠
い
、
新
作
を
ス
タ
ッ
フ
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

ゆ
た
ぁ
～
と
新
聞
に
載
せ
る
こ
と
を
承
諾
頂
き
、
新
作

を
ひ
と
つ
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

番外編 

～ある日の夕暮れ。二重虹と夕暮れ～ 


